汗瑞能振の訓 by 鈴木 武晴
冬
こ
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
朝
に
は
白
露
置
き
夕
に
は
霞
た
な
び
く
汗
瑞
能
振
木
末
が
下
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も
（
三
ニ
ニ
―
)
右
は、
巻
十
三
巻
頭
を
飾
る
長
歌
で
あ
る。
一
首
の
真
中
に
対
句―
つ
を
挟
み
込
ん
だ
形
の
歌
で、
初
め
の
二
句
「
冬
こ
も
り
春
さ
り
来
れ
ば
」
に
末
尾
の
「
汗
瑞
能
振
木
末
が
下
に
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も」
を
連
ね
る
と、
短
歌
形
式
と
な
り
（『
総
釈』、
窪
田
『
評
釈』）、
一
首
の
重
心
が
末
三
句
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る。
し
か
し、
末
三
句
の
最
初
の
句
「
汗
瑞
能
振」
が
い
ま
だ
定
訓
を
得
て
い
な
い
た
め、
歌
の
情
景
が
鮮
明
で
な
い。
そ
れ
で
以
下、
「
汗
瑞
能
振」
の
訓
に
つ
い
て
小
見
を
述
べ
て
み
た
い。
ま
ず、
問
題
の
句
の
表
記
を
検
す
る
と、
写
本
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
揺
れ
が
見
ら
れ
る。
a
汗
瑞
能
振
1
天、
元、
西、
紀、
温、
矢、
京
{
b
汗
瑞
能
振
2
類
汗
埼
能
振
3
宮、
細、
版
本
汗
灌
能
振
2
は
類
衆
古
集、
3
は
神
宮
文
庫
本
（『
校
本
万
葉
集
十
五
』
に
拠
る）
・
細
井
本
（『
校
本
万
葉
集
七
』
に
拠
る）
・
版
本、
1
は
天
治
本
か
ら
京
大
本
に
至
汗
瑞
能
振
の
訓
る
写
本
の
表
記
で
あ
る。
1
に
つ
い
て
は、
第一
字
目
を
a
の
よ
う
に
「
汗」
と
捉
え
る
の
が一
般
で
あ
る
の
に
対
し、
b
の
よ
う
に
「
汗」
と
す
る
説
も
提
出
さ
れ
て
い
る
（
小
島
憲
之
「
万
葉
集
歌
の
訓
詰
を
め
ぐ
っ
て
」
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
第
ニ
―
巻
第
十
号、
『
万
葉
集
注
釈』、
『
古
典
全
集』、
『
古
典
集
成』
等）。
し
か
し、
明
ら
か
に
「
汗」
と
認
め
ら
れ
る
写
本
は、
管
見
の
及
ぶ
限
り、
元
暦
校
本
の
み
で
あ
る。
そ
し
て、
そ
れ
す
ら
も、
「
汗」
の
も
う一
っ
の
用
例
で
あ
る
9
•
一
七
五
三
の、
文
脈
上
「
汗」
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が、
西
本
願
寺
本
・
紀
州
本
で
は
「
汗」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば、
も
と
も
と
「
汗」
で
あ
っ
た
も
の
が、
下
の
文
字
へ
の
筆
勢
に
よ
っ
て、
撥
が
加
え
ら
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
(
3
の
神
宮
文
庫
本
の
表
記
も、
勉
誠
社
複
製
本
を
見
る
と
「
汗」
と
な
っ
て
い
る
が、
同
様
に
考
え、
『
校
本
万
葉
集』
編
者
の
判
断
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る）。
す
な
わ
ち、
天
治
本
以
下
京
大
本
に
至
る
写
本
の
元
来
の
表
記
は、
「
汗
瑞
能
振」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
右
の
よ
う
に、
天
治
本
以
下
七
つ
に
及
ぶ
写
本
が一
致
し
て
「
汗
瑞
能
振」
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
以
上、
訓
を
定
め
る
場
合
に
拠
る
べ
き
表
記
は、
「
汗
瑞
能
振」
以
外
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う。
し
か
し、
念
の
た
め、
こ
の
句
に
対
す
る
従
来
の
訓
を
表
示
す
れ
ば、
左
記
十
二
種
を
数
鈴
木
武
晴
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あ
せ
{
a
汗
瑞
能
振
あ
め
の
ふ
る
（
西、
紀、
温、
矢、
京）
ー
b
汗
潰
能
振
あ
め
の
ふ
る
（
版
本）
2
汗
灌
能
振
あ
せ
の
ふ
る
（
宮、
細）
3
汗
潰
能
振
か
ぜ
の
ふ
く
（『
代
匠
記』、
『
全
釈』、
『
総
釈』、
『
全
註
釈』、
窪
田
『
評
釈』、
佐
佐
木
『
評
釈』、
『
古
典
全
書』、
『
私
注』、
『
古
典
大
系』）
4
汗
端
能
振
か
ぜ
の
ふ
る
（
松
岡
静
雄
『
万
葉
集
論
究』）
5
汗
嬬
能
あ
さ
づ
ま
の
（『
童
蒙
抄』）
6
汗
微
蚊
能
か
み
な
み
の
（『
万
葉
考』、
『
万
葉
問
聞
抄』、
『
略
解』）
7
御
諸
能
夜
み
も
ろ
の
や
（『
万
葉
問
聞
抄』、
『
略
解』）
8
泊
灌
能
夜
は
つ
せ
の
や
（『
古
義』、
『
新
考』）
9
巨
勢
ノ
山
こ
せ
の
や
ま
（
折
口
信
夫
『
口
訳
万
葉
集』）
10
汗
微
能
振
う
め
の
ち
る
（
松
岡
静
雄
『
日
本
古
語
大
辞
典』）
a
汗
知
羽
振
う
ち
は
ぶ
き
（
小
島
憲
之
先
掲
論
文）
ー1
{
b
汗
陳
羽
振
う
ち
は
ぶ
き
（『
注
釈』）
12
汗
瑞
能
振
う
づ
の
ふ
（
高
橋
庄
次
『
万
葉
集
巻
十
三
の
研
究』）
5
し
11
は
誤
写
説
で
あ
る。
う
ち、
11
は
考
慮
に
価
す
る
け
れ
ど
も、
や
は
り
「
汗
瑞
能
振」
に
拠
っ
て
訓
を
定
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
「
汗
瑞
能
振」
に
拠
っ
た
も
の
は、
1
a
の
み
で
あ
る。
し
か
し、
「
汗
瑞」
を
「
あ
め」
と
訓
む
の
で
は
根
拠
が
明
確
で
な
い。
仮
に
「
汗
瑞
能
振」
の
第一
字
目
が
「
汗」
で
な
く
「
汗」
で
あ
る
と
し
て
も、
12
の
よ
う
に
は
訓
め
な
い。
12
は、
『
類
棗
名
義
抄』
に
「
瑞
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ」
と
あ
る
点
に
基
づ
く。
。
「
瑞」
の
「
ッ
ハ
ヒ
ラ
カ」
の
訓
は
万
葉
集
で
は
例
え
ば
巻一
・
一
七
の
え
る。
ヅ
バ
ラ
ー
モ
「
委
曲
毛」
の
よ
う
に
「
ッ
ハ
ラ
・
ツ
ハ
ラ
ニ
・
ツ
ハ
ラ
カ」
と
な
っ
て
い
る。
。
「
瑞」
と
「
委
曲」
の
『
名
義
抄』
の
訓
を
比
較
す
る
と、
瑞
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
（
法
中）、
委
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
（
法
下）、
曲
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
ニ
（
僧
下）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る。
こ
の
二
点
を
踏
ま
え、
゜
万
葉
に
は
「
委
曲」
と
二
字
を
重
ね
て
八
ツ
ハ
ラ
ニ
＞
と
訓
ま
せ
て
い
る
の
だ
か
ら、
「
瑞」
も、
『
名
義
抄』
の
「
ッ
ハ
ヒ
ラ
カ」
の
訓
は、
万
葉
で
は
「
ッ
ハ
ラ」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る。
と
す
る
と
「
瑞」
は、
そ
の
字
義
を
強
く
意
識
し
た
略
訓
仮
名
八
ツ
＞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か。
と
帰
納
さ
れ
て
い
る。
し
か
し、
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
↓
ツ
ハ
ラ
↓
ツ
と
い
う
論
の
流
れ
に
は
飛
躍
が
認
め
ら
れ
る。
ま
た、
「
振」
を
「
ふ」
と
訓
む
こ
と、
集
中
ゆ
ふ
は
ふ
る
に一
例
「
夕
羽
振
流」
(
2
．
一
三
一
）
が
あ
る
け
れ
ど
も、
一
首
中
に
対
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
朝
羽
振」
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に、
こ
れ
は
「
ふ
る」
の
語
幹
「
ふ」
と
活
用
語
尾
「
る」
を
示
し
た
も
の
で、
集
中
「
振」
の
訓
は
「
ふ
ら」
「
ふ
り」
「
ふ
る」
「
ふ
き」
に
限
ら
れ
る
か
ら、
単
独
に「
振」
を
「
ふ」
と
訓
ま
せ
る
こ
と
に
は
従
え
な
い。
「
汗
瑞
能
振」
に
対
し、
神
宮
文
庫
本・
細
井
本
等
の
「
汗
灌
能
振」
に
拠
っ
た
も
の
が、
1
b
i
4
で
あ
る。
こ
の
う
ち、
1
b、
2
は
問
題
と
す
る
に
及
ば
ず、
4
は
集
中
に
風
が
「
ふ
る」
と
い
う
用
法
が
な
い
こ
と
か
ら、
3
に
吸
収
さ
れ
る。
3
は
現
在
最
も
支
持
さ
れ
て
い
る
契
沖
の
説
で
あ
る。
カ
セ
ノ
フ
ク
ト
読
ヘ
シ。
汗
ハ
音
ヲ
用、
灌
ハ
和
名
云。
灌
唐
韻
云。
他
胃‘
-／喜
尉‘
腎
急
瀬
也
ト
ア
レ
ハ、
汗
ト
一
具
二
音
ノ
専
ヲ
用
ト
モ
云
ヘ
シ。
又
和
訓
ノ
批
ヲ
取
ト
モ
云
ヘ
シ。
振
ヲ
フ
ク
ト
読
ハ、
フ
ル
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あ
さ
注
ふ
る
カ
＞
イ
ナ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
ズ
イ
テ
キ
ヲ
ツ
リ
ヘ
テ
ニ
ヲ
フ
ク
ト
云
ハ
古
語
ナ
リ。
神
代
紀
上
云。
故
伊
眸
諾
尊
抜＞
剣
背
フ
キ
ッ
ヽ
テ
ニ
ク
揮
以
逃
突。
此
集
二
山
吹
ヲ
多
分
山
振
卜
仮
字
ニ
カ
ケ
ル
モ
此
故
ナ
リ。
フ
ル
風
モ
草
木
ニ
フ
ル
ヘ
ハ、
吹
卜
云
モ
振
ナ
リ。
風
ノ
吹
卜
云
ハ、
春
風
ノ
、
ト
カ
ニ
吹
意
ナ
リ
（『
代
匠
記』
精
撰
本
）
し
か
し、
天
治
本
以
下
七
写
本
に
見
ら
れ
る
「
瑞」
に
拠
ら
ず、
時
代
的
に
も
新
し
い
神
宮
文
庫
本・
細
井
本・
版
本
の
「
灌
」
に
拠
っ
た
た
め
に、
こ
の
説
に
も
疑
問
が
持
た
れ、
先
掲
の
よ
う
な
異
説
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た。
契
沖
の
試
訓
「
カ
ゼ
ノ
フ
ク」
は、
先
述
し
た
よ
う
に、
多
く
の
写
本
に
見
ら
れ
る
本
文
「
汗
瑞
能
振」
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て、
は
じ
め
て
安
定
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
「
汗
瑞
能
振」
の
各
文
字
の
訓
に
つ
い
て
検
討
し
た
い。
「
汗」
に
関
し
て、
集
中
の
音
仮
名
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る。
。
韻
母
が
「
汗」
と
同
じ
も
の
安
（
安
良
武
1
・
七
八）
散
（
左
散
難
弥
乃
1
•
三
一
）
難
（
左
散
剛
弥
乃
1
・
三
一
）
。
韻
母
が
「
汗」
と
異
な
る
も
の
印
（
印
南
野
7
・
ニ
九）
雲
（
劉
根
火
1
・
一
三
）
延
（
毛
等
母
固
毛
17
•
四
0
0
六
）
天
（
辺
多
刃
留
5
•
八
六
六）
面
（
麻
通
羅
佐
用
嬢
回
5
•
八
七
三）
こ
れ
に
よ
っ
て、
「
汗」
と
訓
む
こ
と
が
可
能
と
な
る。
集
中
で
は
「
汗」
の
例
は
他
に
見
あ
た
ら
な
い
が、
手
近
に
例
を
求
め
れ
ば、
『
豊
後
国
風
土
記』
大
野
郡
の
条
に
「
小
竹
鹿
奥」
と
い
う
人
名
が
あ
り、
そ
の
訓
注
に
は
「
志
努
汗
意
担
と
謂
ふ」
と
記
さ
れ
て
お
り
（「
汗」
は
荒
木
田
久
老
校
本
と
伴
信
友
校
本
に
拠
る
）、
「
汗
」
を
「
力」
と
訓
む
例
を
見
出
せ
る。
「
汗」
を
音
仮
名
と
し
て
「
力」
と
訓
む
以
上
は、
第
二
字
目
「
瑞」
も
音
仮
名
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う。
「
瑞」
の
中
国
音
は、
『
説
文
解
字』
で
は
「
是
偽
切」
と
あ
る。
ま
た、『
大
広
益
会
玉
篇』
に
は
「
市
瑞
切」、
『
広
韻』
（
周
祖
膜
『
広
韻
校
本』
に
拠
る
）
に
は、
「
瑞」
は
「
去
声
巻
第
四
寅
第
五
疇
疇」
に
収
め
ら
れ、
「
睡
麟
疇
切」
と
同
じ
音
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る。
『
万
葉
集』
の
「
か
ぜ」
の
仮
名
表
記
は
「
可
是」
（
5
．
七
九
九
等）、
「
加
是」
(
15
•
三
六一
六
等
）
で
あ
り、
「
ぜ」
の
表
記
は
「
是」
に
限
ら
れ
て
い
る。
そ
こ
で、
先
掲
の
字
書·
韻
書
に
よ
っ
て
そ
の
音
を
見
て
み
る
と、
『
説
文
解
字』
に
は
「
承
旨
切」、
『
大
広
益
会
玉
篇』
に
は
「
時
紙
切」、
そ
し
て
『
広
韻』
で
は
「
是」
は
「
上
声
巻
第
三
紙
第
四
旨
止
同
用」
に
収
め
ら
れ、
「
承
紙
切」
と
い
う
反
切
が
示
さ
れ
て
い
る。
「
瑞」
と
「
是」
の
こ
の
よ
う
な
事
情
は、
『
簗
隷
万
象
名
義』
や
『
類
泰
名
義
抄』
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い。
『
簗
隷
万
象
名
義』
に
は
「
瑞
噌」
「
是
望」
と
あ
り、
『
類
表
名
義
抄』
に
は
「
瑞一
睡」
「
是
応」
と
あ
る。
「
瑞」
と
「
是」
は
日
本
語
音
で
は
同
じ
く
シ
で
あ
る。
た
だ
し、
『
広
韻』
に
よ
る
と、
「
瑞」
は
去
声、
「
是」
は
上
声
と
な
っ
て
い
る。
中
国
に
お
い
て
は、
四
声
の
違
い
が
言
葉
を
弁
別
す
る
重
要
な
鍵
に
な
っ
て
い
る
の
で、
両
者
が
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
に
疑
問
が
残
る。
し
か
し、
時
代
は
下
る
が、
中
国
で
も、
『
白
氏
文
集』
（
那
波
本
に
拠
る
）
巻
第
六
十
九
「
春
日
閑
居」
の
第
三
首
目
に
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る。
労
者
不
覚
歌
歌
其
労
苦
事
逸
者
不
覚
歌
歌
其
逸
楽
意
問
我
逸
如
何
閉
居
多
興
味
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メテニウイ ナサア
問
我
楽
如
何
閑
官
少
憂
累
又
問
俸
厚
薄
百
千
随
月
至
又
問
年
幾
何
七
十
行
欠
二
所
得
皆
過
望
省
射
良
可
婢
馬
閑
無
覇
絆
鶴
老
有
禄
位
設
自
為
化
工
優
饒
只
如
是
安
得
不
歌
詠
黙
黙
受
天
賜
こ
れ
は、
事
・
意
・
味
・
累
．
至
・
ニ
・
魏
・
位
・
是
．
賜
が
押
韻
で、
そ
の
う
ち
上
声
紙
韻
の
「
是
」
以
外
は
す
べ
て
去
声
と
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
（
平
岡
武
夫
「
白
氏
文
集
の
釈
文」
『
東
方
学
論
集
』
所
収）。
去
声
の
押
韻
の
中
に
は、
「
瑞」
と
同
じ
「
寅」
の
韻
も
含
ま
れ
て
い
る
（
累
．
賜）。
平
岡
氏
は、
「
是
」
に
「
叶
韻
」
と
い
う
音
注
が
付
さ
れ
た
写
本
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る。
こ
の
こ
と
は、
上
声
と
去
声
と
が
意
図
的
に
通
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る。
「
叶
韻
」
と
は、
あ
る
韻
の
文
字
が
他
の
韻
に
通
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り、
『
白
氏
文
集
』
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ、
そ
の
例
は
『
周
易
』
の
「
離
卦
」
の
「
日
戻
之
離、
不
鼓
缶
而
歌
」
（
離
と
歌
と
が
叶
韻）
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
（
『
大
漢
和
辞
典』）。
こ
の
よ
う
に、
唐
代
に
去
声
と
上
声
の
「
是
」
と
が
通
じ
る
用
例
が
あ
る。
ま
し
て、
四
声
に
関
心
の
薄
か
っ
た
日
本
に
お
い
て、
同
じ
シ
と
い
う
音
を
持
っ
「
瑞」
と
「
是
」
は、
極
め
て
通
じ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
是
」
の
声
母
と
韻
母
と
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
音
を、
『
韻
鏡
』
（
藤
堂
明
保
・
小
林
博
『
音
注
韻
鏡
校
本』
に
拠
る
）
に
よ
っ
て
示
せ
ば
[
3
1
e]
 (
内
転
第
四
開、
上
声）
で
あ
り、
そ
れ
は
慣
用
音
の
[
3
e]
と
音
が
類
似
し
て
い
る
(
[
3
 I
 e]
は
母
音
が
脱
落
す
る
と
[
3
e]
に
な
る
）。
そ
し
て、
「
瑞」
と
「
是
」
と
が
極
め
て
通
じ
や
す
か
っ
た
た
め
に、
「
瑞」
も
「
是
」
と
同
じ
く
慣
用
的
に
「
ぜ
」
と
訓
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
（
「
瑞」
は
『
韻
鏡
』
に
よ
れ
ば、
[
3
I
 u
 e]
と
い
う
音
を
示
し、
「
是
」
と
類
似
し
て
い
る
）。
「
瑞」
と
「
是
」
の
場
合
と
同
じ
く、
日
本
で
は
音
が
同
じ
で
あ
る
が、
中
国
で
は
四
声
の
差
違
が
あ
る
例
は
他
に
も
見
ら
れ
る。
た
と
え
ば、
「
通
」
と
「
痛」
は
慣
用
音
が
ツ
ウ
で
あ
る。
し
か
し、
『
広
韻
』
に
は
「
通
」
は
上
平
声
に、
「
痛」
は
去
声
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
高
松
政
雄
『
日
本
漢
字
音
の
研
究』
第
六
章、
慣
用
音）。
ま
た、
「
負」
と
「
浮」
は
慣
用
音
が
フ
で
あ
る。
し
か
し、
『
広
韻
』
に
は
「
負」
は
上
声
に、
「
浮」
は
下
平
声
に
収
め
ら
れ
て
い
る。
以
上
の
考
察
か
ら、
「
瑞」
を
「
ぜ
」
と
訓
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。
と
す
れ
ば、
「
瑞」
は
先
に
触
れ
た
「
汗」
と
と
も
に、
集
中
た
っ
た
一
っ
し
か
な
い
音
仮
名
と
い
う
こ
と
に
な
る。
し
か
し、
集
中
一
例
し
か
な
い
音
仮
名
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
か
ろ
う
と
思
う。架
（
如二
吾
等一
架
7
.
―
―
―
八
）、
牙
（
之
牙
可
久
休
14
•
三
四
八
九）、
居
（
根
毛
問
侶
雖＞
見
9
.
―
七
二
三
）、
後
（
阿
衡
尼
之
原
毛
13
・
三
二
三
六）、
偲
（
伊
夜
登
偲
能
波
休
17
•
三
九
九
二
）、
式
（
百
式
紀
乃
3
•
三
二
三
）、
旨
（
召
賜
万
酎
2
•
一
五
九）、
数
（
赤
裳
瓢
十
引
9
．
一
七
四
二
）、
俗
（
日
乎
可
側
閑
都
ミ
5
・
八
九
0)、
特
（
可
奈
之
久
波
安
礼
側
20
•
四
三
九
八
）、
播（
加
座
躙
夜
能
3
•
四
三
四）、
府
（
見
佐
府
下
9
•
一
七
九
八
）、
凡
（
於
凡
休
見
之
7
．
一
三
三
三
）、
務
（
見
末
久
知
香
総
務
16
•
三
八
五
一
）、
昧
（
用
流
能
伊
眼
仁
5
•
八
0
七
）、
畝
（
情
有
南
畝
1
・
一
八
）、
喩
（
阿
麻
能
見
虚
喩
5
・
八
九
四）
こ
う
し
て、
「
汗」
も
「
瑞」
も、
新
た
に
万
葉
仮
名
と
し
て
登
録
さ
れ、
「
汗
瑞」
は
双
方
と
も
音
仮
名
で
「
か
ぜ
」
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
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ゴ ゲ
ホ
ゾ
1,、
、
A
0
し
カ第
三
字
目
の
「
能」
が
そ
の
ま
ま
「
の
」
と
訓
め
る
こ
と
は 、
こ
と
さ
ら
言
及
す
る
ま
で
も
な
い 。
以
上 、
「
汗
瑞
能
振」
の
上
三
字
が
「
か
ぜ
の
」
と
訓
め
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た 。
で
は 、
第
四
字
の
「
振」
は
ど
の
よ
う
に
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か 。
1
0
八
五） 、
「
振
起
」
(
3
.
わ
が
そ
で
ふ
ら
む
「
振」
は
集
中
た
と
え
ば
「
吾
袖
将＞
振」
(
7
.
三
六
四） 、
「
千
早
振」
（
11
・
ニ
四
一
六）
な
ど
の
よ
う
に 、
「
ふ
ら」
「
ふ
り」
「
ふ
る
」
と
訓
む
ほ
か
に 、
「
ふ
き
」
と
訓
む
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る 。
「
山
振」
(
2
．
一
五
八
等） 、
「
打
羽
振」
(
19
•
四
二
三
三
） 、
「
羽
振」
(
19
•
四
一
四
一
） 。
「
山
振」
は
「
山
吹」
(
19
•
四
一
八
六
等）
と
い
う
表
記
と
併
用
さ
れ
て
お
り 、
「
振」
が
「
吹」
と
通
用
す
る
こ
と
は 、
す
で
に
『
代
匠
記
』
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
（
既
述） 。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら 、
下
の
語
「
木
末」
に
直
接
係
っ
て
い
く
こ
と
を
考
慮
し 、
こ
こ
で
は
「
ふ
く」
と
連
体
形
で
訓
む
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る 。
こ
う
し
て 、
「
汗
瑞
能
振」
は
一
字
も
改
め
ず 、
「
か
ぜ
の
ふ
く」
と
訓
み
解
く
こ
と
が
で
き
よ
う 。
そ
し
て 、
一
首
は 、
風
の
そ
よ
吹
く
梢
の
蔭
で
鶯
が
鳴
い
て
い
る
と
い
う
繊
細
優
美
な
春
の
景
と
な
っ
て
お
ち
つ
く
の
で
は
あ
る
ま
い
ヽ
,
0
 
カ
（
本
学
大
学
院
博
士
課
程
日
本
文
学）
- 15 -
ち
は
ゃ
ぶ
る
う
ち
は
ぶ
き
-
（
 は
ぶ
き
ゃ
ま
ぶ
き
ふ
り
お
こ
し
